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図4CAI(教育用）への応用例
ここであげた（1）（2）の応用例については、先出の科研報告書[8］に付録と
して採録してある通り,MachintoshHypercard上でプロトタイプを作成しユ
ーザインタフェースについて現在評価中である。
また,CD-ROM上のデータ構造についても現在検討中である。画像データ
のサイズが大きいため，大容量CD-ROMでも一般的な圧縮方法を採用して概
算で3000～4000枚分の画像データしか格納できない。より効率のよい圧縮方
式の検討，複数CD-ROM化の検討など，技術的な検討課題が多く存在する。
またパソコン環境では，イメージデータを表示するのにディスプレイ精度が不
十分である。より高精度のディスプレイ上でのシステム化考えるか，またはデ
ィスプレイ上でアウトライン表示やズーム機能などマルチピューの環境を整備
するか，ディスプレイと紙（印刷物）のように機能を分担し組承合わせて利用
する方式を検討するかなどについても検討中である。
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5．まとめ
CD-ROMによる研究材料配布の構想と現状を述べた。目録型データとフル
テキストデータのCD-ROM上のデータ構造と検索システムの設計を行った。
目録型CD-ROMは，評価版をプレリリースし，利用者アンケートの分析によ
り，良好な結果が得られた。フルテキストCD-ROMは，テスト版の開発ま
でこぎつけ，データ構造の有効性を確認した。現在CD-ROMというメディ
アで配布するということに関しては，利用者の関心が高く，国文学の研究スタ
イルにも変化を与えているようである。国文学固有のインタフェースとて開発
し,CD-ROMシステムに組み込んだ縦表示機能も利用者から好評を得た。
アンケートの回収状況は23名で分析の母集団としては小さかったのが残念
である。この分析は引き続き行いたい。また自由回答の分析手法も開発されて
きているので，それらを利用した分析にも取り組ゑたい。
次なる目標のマルチメディアデータについては，データタイプの違いを知ら
ずに使えることが重要である。インターフェースとしてハイパメディアの考え
方を応用したシステムを考えている。マルチメディアのデータを扱う場合，利
用者は沢山の異なるタイプのデータを参照するであろうから，大きなディスプ
レイが必要になると思われる。そろそろパソコンからWSへの過渡期かもし
れない。
研究材料を配布する媒体として,CD-ROMが適していることを確認した。
これまで，パソコンでの国文学者向きの使いやすいインターフェースや高速検
索の実現を行ってきた。このアプローチはこれからも続けるが，同時に計算機
パワーやユーザインタフェースの面でより可能性の高いWS上でのCD-ROM
システムにも取り組ゑたい。
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